
  

５．支払い意思額の活用について（２） 

ICERの値の評価への活用 
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す
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金
額
（
円
）
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を
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人
の
割
合
（
％
）
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率
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線

 

○
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△
％

 

□
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※
 
I
C
E
R
の
値
と
１
Q
A
L
Y
を
獲
得
す
る
た
め
に
支
払
う
こ
と
を
許
容
す
る
額
の
分
布
 

を
比
較
す
る
こ
と
で
ど
の
段
階
か
決
ま
る
。
 

○
％
の
人
が
支
払
い

を
許
容
す
る
額

 

△
％
の
人
が
支
払
い
を

許
容
す
る
額

 

□
％
の
人
が
支
払
い

を
許
容
す
る
額

 

悪
い 
 
 
 

 
費
用
対
効
果 
 
 
 
 

良
い 

費用対効果 
が悪い 

とされる領域 

費用対効果 
が良い 

とされる領域 

※ P.8のグラフを切り抜いて反時計回りに90度回転 

段階１ 費用対効果がとても良い 

段階２ 費用対効果が良い 

段階３ 費用対効果は受け入れ
可能である 

段階４ 費用対効果が悪い  

段階５ 費用対効果がとても悪い 
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